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41　家鼠流の「六条家秘抄」について

は
じ
め
に

　
鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
、
歌
道
家
の
対
立
は
、
世
に
云
う
、
二
条
．
冷

泉
・
京
極
の
三
派
の
抗
争
と
し
て
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
為
世

流
、
為
二
流
、
為
顕
流
、
為
実
理
、
家
運
流
等
々
を
設
定
し
、
そ
の
実
態
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
か
に
し
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
真
相
の
究
明
に
は
、
猶
多
く
の
時
間
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
「
六
条
家
秘
抄
」
（
天
理
図
書
館
蔵
）
と
題
す
る
本
を
見
る

機
会
を
得
た
。
同
種
の
本
は
、
数
年
前
、
国
文
学
資
料
館
蔵
の
も
の
を
調
査
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
研
究
発
表
に
は
些
か
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
何
し
ろ
、
孤
本
と
云
う
存
在
は
多
く
の
疑
問
を
孕
む
も
の
で
あ
る
上
、
仮

託
書
（
「
六
条
家
秘
抄
」
は
、
雨
季
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
）
の
も
つ
幾
多
の
疑

閥
が
仲
々
払
拭
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
天
理
図
書
館

本
の
出
現
に
よ
り
、
孤
本
と
し
て
の
問
題
点
は
、
と
り
あ
え
ず
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
こ
で
、
仮
託
書
と
し
て
の
疑
問
点
の
解
決
が
、
当
面
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
以
下
本
稿
に
お
い
て
、
「
六
条
町
秘
抄
」
は
、
家
隆
に
仮
託
さ
れ
た
「
和
歌

灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
こ
の
書
は
、
家

居
流
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、
そ
れ
に
併
な
っ
て
生
ず
る
二
、
三
の
問
題
に
言

及
し
て
み
た
い
。

一
　
諸

本

　
天
理
図
書
館
蔵
本
は
、
旧
竹
柏
園
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。

　
表
紙
は
、
茶
色
の
横
暴
毛
引
き
地
で
、
そ
の
上
に
銀
に
て
松
葉
と
梅
花
を
散

ら
し
描
き
し
て
あ
る
。
縦
二
六
・
毛
彫
、
横
歩
〇
・
五
糎
の
大
型
本
で
、
左
肩

に
題
簸
が
あ
り
、
六
条
家
秘
抄
と
記
す
。
題
簸
は
、
茶
色
地
に
、
金
に
て
横
線
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を
引
き
、
青
に
て
菊
花
を
描
く
。
本
文
料
紙
は
楮
に
て
、
袋
綴
、
全
葉
三
五
丁

あ
る
。
前
後
に
各
一
丁
の
遊
紙
。
第
一
丁
の
遊
紙
右
下
に
、
「
竹
柏
園
文
庫
」

の
紫
印
、
「
就
正
子
図
書
部
」
の
朱
印
が
あ
る
。
第
二
丁
右
端
に
、
六
条
家
秘

抄
と
記
し
、
第
二
行
め
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て
い
る
。
第
二
丁
右
下
端
に
「
須

田
氏
臣
書
部
」
の
印
記
も
あ
る
。
六
条
隠
秘
抄
と
題
す
る
部
分
は
、
第
二
丁
表

か
ら
第
九
丁
表
ま
で
、
第
九
丁
裏
か
ら
、
和
歌
三
重
之
大
事
と
端
書
し
て
、
こ

れ
が
第
二
四
丁
裏
ま
で
、
第
二
五
丁
表
か
ら
第
二
六
丁
表
ま
で
、
四
病
の
こ

と
、
第
二
六
丁
裏
か
ら
第
三
四
丁
表
ま
で
、
歌
病
の
こ
と
他
を
記
し
て
い
る
。

写
し
は
江
戸
時
代
中
期
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

　
国
文
学
資
料
館
蔵
本
は
、
久
松
潜
↓
博
士
旧
蔵
の
寄
託
本
で
あ
る
。

　
表
紙
は
、
本
文
料
紙
と
同
じ
楮
紙
。
縦
二
二
糎
、
横
一
五
・
五
糎
の
大
き
さ

で
、
表
紙
中
央
に
、
直
接
、
六
条
家
抄
、
和
歌
三
重
大
事
と
二
行
に
記
す
。

楮
料
紙
に
て
全
葉
三
〇
丁
、
後
に
一
枚
の
遊
紙
が
あ
る
。
第
一
丁
右
端
に
、
六

条
家
鼠
と
記
し
、
第
二
行
め
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て
い
る
。
第
一
丁
右
下
端

に
、
久
松
博
士
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
第
一
丁
表
か
ら
第
八
丁
重
ま
で
が
、
六
条

家
抄
で
、
次
に
一
丁
白
紙
を
お
き
、
第
十
愚
妻
か
ら
和
歌
の
三
重
の
大
事
と
記

し
、
こ
れ
が
第
二
二
丁
裏
ま
で
続
い
て
い
る
。
第
二
二
丁
裏
中
央
辺
り
か
ら
、

第
二
三
丁
裏
中
央
辺
り
ま
で
が
、
四
病
の
こ
と
、
続
い
て
第
二
三
丁
裏
中
央
辺

り
か
ら
が
歌
病
の
こ
と
他
で
、
第
二
九
丁
裏
ま
で
あ
る
。
写
し
は
、
江
戸
時
代

後
期
頃
か
。

二
　
構

成

　
そ
の
表
紙
に
、
天
理
図
書
館
本
は
「
六
条
家
秘
抄
」
、
国
文
学
資
料
館
本
は

　
「
六
条
家
法
　
和
歌
三
重
大
事
」
と
記
す
が
、
内
容
を
調
べ
て
み
る
と
、
本
書

は
、
四
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
お
り
、
両
本
の
表
記
は
、
い
ず
れ
も
不
十
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
の
部
分
は
、
後
に
記
す
如
く
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
関
連
を

も
っ
て
お
り
、
六
条
家
と
称
し
た
家
隆
末
流
の
伝
書
と
認
定
で
き
、
「
六
条
家

秘
抄
」
（
以
下
、
天
理
図
書
館
本
の
名
称
を
用
い
る
）
の
名
は
、
こ
の
第
↓
の

部
分
に
逼
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
”
永
享
五
癸
丑
年
孟
春
日
傳
斯
書
”
と
記
す

第
一
の
奥
書
は
、
こ
の
書
が
永
享
五
年
（
一
四
三
三
年
）
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
第
二
の
奥
書
は
、
飛
鳥
井
家
の
秘
伝
で
あ
る
旨
を
示
し
、
そ

の
最
後
を
”
明
応
五
丙
辰
年
鑑
二
月
置
八
日
孝
昌
写
早
”
と
止
め
て
い
る
。
孝

昌
な
る
人
物
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
年
）

は
、
相
伝
書
写
の
年
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
部
分
は
「
和
歌
三
重
之
大
事
」
と
端
書
さ
れ
て
お
り
、
「
和
歌
大
綱
」

や
「
悦
目
抄
」
と
関
連
し
て
お
り
、
同
じ
く
鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
為
世
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
伝
書
の
成
立
に
深
く
関
わ
る
問
題
を
も
つ
書
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
も
“
本
云

康
永
四
年
十
｝
月
十
四
日
書
写
早
”
と
止
め
て
お
り
、
十
四
世
紀
半
ば
の
、
伝

書
が
変
容
を
と
げ
る
段
階
の
も
の
と
し
て
も
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
。
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第
三
の
部
分
は
、
書
名
に
類
す
る
も
の
は
な
く
、
四
病
と
し
て
同
字
、
同

音
、
同
詞
、
同
心
を
掲
げ
て
お
り
、
喜
撰
式
な
ど
の
所
謂
和
歌
書
式
に
は
登
場

し
な
い
歌
病
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
後
期
以
後

に
お
け
る
歌
病
の
扱
わ
れ
方
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
秘
伝

書
か
ら
抄
出
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
こ
の
第
三
の
部
分
の

奥
書
に
は
”
此
道
之
大
事
奥
儀
一
抄
是
也
”
の
言
辞
が
見
え
、
単
な
る
恣
意
に

よ
る
抄
出
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
奥
書
の
最
後
は
”
文
明
二
年
庚

寅
二
月
日
”
及
び
”
干
時
明
五
五
丙
辰
年
卯
月
二
日
書
写
早
”
と
止
め
ら
れ
て

お
り
、
先
の
「
六
条
家
秘
抄
」
と
近
い
年
号
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
む
け
ら
れ

る
。
文
明
か
ら
明
応
に
か
け
て
の
年
代
は
、
伝
書
が
再
編
成
さ
れ
る
時
期
で
あ

り
、
こ
の
段
階
で
書
写
相
伝
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
書
は
、
そ
の
位
置
が
｝

段
と
高
ま
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
四
病
を
含
む
伝
書
は
、
今
の
と
こ
ろ
指
摘
で
き
な
い
。

　
第
四
の
部
分
は
、
同
じ
く
書
名
に
類
す
る
表
記
は
な
い
。
そ
の
内
容
を
検
す

る
に
、
そ
の
大
部
分
は
、
為
顕
流
の
「
竹
園
抄
」
と
相
重
な
っ
て
お
り
、
他
に

為
顕
流
の
伝
書
と
関
係
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
二
、
三
混
在
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
奥
書
類
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
に
み
る
通
り
、
本
書
は
、
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

皆
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
歌
道
家
の
対
立
の
中
か
ら
生
れ
た
伝
書
に
関
連
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
「
六
条
家
秘
抄
」
と
い
う
表
題
は
、
右
の
概
観

か
ら
も
、
第
一
の
部
分
の
み
に
か
か
る
名
称
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
で

は
、
こ
の
「
六
条
家
秘
抄
」
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

れ
を
次
に
調
べ
て
み
よ
う
。

三
　
「
六
条
家
秘
抄
」
の
性
格

そ

　
「
六
条
家
秘
抄
」
と
称
す
る
部
分
は
、
辺
序
題
興
（
曲
）
流
の
こ
と
、
三
体

の
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
五
言
三
体
と
称
し
秘
伝
と
す
る
旨
の
奥
書
、
人
丸
の
ほ

の
ぼ
の
と
の
歌
に
関
わ
る
表
裏
と
五
体
の
こ
と
、
歌
の
重
臣
の
こ
と
、
点
を
相

す
る
こ
と
、
当
流
の
風
体
の
こ
と
、
返
歌
の
体
の
こ
と
、
以
上
八
項
目
よ
り
出

来
上
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
辺
序
題
時
流
の
こ
と
、
三
体
の
こ
と
は
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」

と
諜
難
郵
抄
」
に
つ
い
て
畿
墜
た
こ
と
が
あ
る
飽

そ
の
系
統
は
二
つ
に
別
れ
て
い
た
。
第
一
類
は
家
隆
に
仮
託
さ
れ
た
書
で
あ

り
、
第
二
類
は
、
第
一
類
の
本
に
、
為
顕
流
の
秘
伝
が
付
与
さ
れ
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
馬
弓
末
流
と
為
顕
流
と
の
激
し
い
抗
争
が
予
想

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
六
条
些
些
抄
」
は
、
純
粋
に
家
隆
流
の
秘
伝
の

み
で
成
り
立
つ
第
一
類
本
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
関
連
を
も
っ
て
い

る
。
そ
の
対
応
の
様
相
を
次
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
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「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」

「
六
条
黙
秘
抄
」

三
体
と
申
ハ
秘
歌
、
一
首
に
三
の

す
か
た
あ
る
也
。

三
の
す
か
た
と
甲
ハ
、
「
に
ハ
、

け
た
か
く
、
ニ
ニ
ハ
、
や
さ
し

く
、
三
ニ
ハ
、
心
を
ふ
か
く
よ
む

な
り
。

そ
の
本
歌
に
い
は
く
、

よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か

つ
ら
き
の
た
か
ま
の
山
の
み
ね
の

し
ら
雲

こ
れ
に
て
心
う
へ
し

　
（
素
腹
堂
文
庫
蔵
、
延
文
二
年

　
奥
書
本
に
よ
る
。
以
下
の
引
用

も
同
じ
）

　
三
体
と
云
ハ
、
一
首
の
内
に
歌
の

　
す
か
た
三
ツ
あ
る
な
り
。

『
に
ハ
・
け
た
か
く
・
三
ハ
・

一
や
さ
し
く
、
三
島
ハ
、
心
ふ
か
く

　
よ
む
へ
し
。

　
本
歌
云
、

　
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か

　
つ
ら
き
の
高
間
の
山
の
峯
の
白
雲

　
　
（
天
理
図
書
館
本
に
よ
る
。
以

　
　
下
の
引
用
も
同
じ
）

　
右
は
、
先
ず
三
体
の
こ
と
を
対
照
し
て
み
た
。
両
者
は
、
全
く
同
文
的
と
云

っ
て
よ
く
、
い
ず
れ
か
の
い
ず
れ
か
へ
の
影
響
関
係
を
論
ず
る
こ
と
は
、
全
く

で
き
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
辺
序
題
興
流
の
五
儀
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
ろ

う
か
。
次
に
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」

「
六
条
家
松
脂
」

　
な
に
に
て
も
、
題
を
え
て
、
は
し

　
め
の
五
も
ん
し
に
題
を
あ
ら
は
す

　
事
あ
る
へ
か
ら
す
。

　
は
し
め
の
五
も
し
に
は
、
な
に
を

一　
い
ふ
や
ら
ん
と
き
こ
え
て
、
五
七

「「　
の
所
に
て
題
を
あ
ら
は
れ
ね
と

一　
も
、
あ
は
れ
こ
れ
を
い
は
ん
す
る

　
よ
と
お
ほ
え
て
、
五
七
五
に
て
題

　
を
あ
ら
は
し
て
、
お
く
の
七
へ
く

　
と
か
せ
て
、
お
は
り
の
七
を
い
ひ

　
な
か
す
な
り
。

　
た
と
へ
は
五
月
や
み
と
い
ふ
時

　
に
、
五
月
や
み
に
は
、
な
に
を
か

　
い
は
ん
す
る
や
ら
ん
と
お
ほ
え
て

　
あ
る
時
に
、

　
く
ら
は
し
山
と
い
ふ
時
に
、
く
ら

　
は
し
山
は
ほ
と
と
ぎ
す
の
す
む
山

　
な
れ
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
す
む
山

　
な
れ
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
い
は
ん
・

す
る
よ
と
お
ほ
え
て
、

先
、
題
を
何
に
て
も
あ
れ
、
得
た

る
時
は
、
始
の
五
文
字
に
題
す
る

事
あ
る
へ
か
ら
す
。

何
に
て
も
、
題
を
得
て
は
、
始
、

題
の
し
た
し
き
辺
り
を
始
の
五
文

字
に
を
く
へ
し
。

第
一
句
、
五
月
（
暗
）
時
鳥
を
よ

ま
ん
と
て
、
郭
公
の
時
節
を
云

也
。
是
を
ほ
と
り
の
詞
と
云
也
。

さ
れ
は
辺
と
云
。

第
二
句
、
倉
橋
山
の
と
云
て
、
題

の
詞
は
顕
れ
ね
と
も
、
倉
橋
山
に

は
郭
公
あ
る
山
な
れ
は
、
時
鳥
と

い
わ
ん
す
る
よ
と
二
の
句
の
序

に
、
思
は
す
る
也
。
故
に
序
と
云
。
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ほ
と
と
ぎ
す
と
あ
ら
は
し
て
、

お
ぼ
つ
か
な
く
も
と
、
く
と
き
て
、

な
き
わ
た
る
か
な
と
、
い
ひ
な
か

す
な
り
。

第
三
句
に
、
時
鳥
と
題
を
顕
は
し

て
、
題
を
き
ら
さ
す
、
し
た
し
き

詞
を
つ
つ
け
ん
た
め
に
、

第
四
句
に
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も

と
、
興
を
く
と
か
せ
て
、

郭
公
な
れ
は
、
第
五
に
鳴
渡
る
哉

と
云
な
か
す
也
。
故
に
流
と
云

也
。

　
こ
こ
で
ま
ず
、
両
者
の
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、
全
く
同
じ
立
場
に
あ
る
と

云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
詠
歌
の
際
に
、
題
は
、
句
の
第
三
に
置
き
、
第
一
、

第
二
の
句
に
て
は
、
そ
れ
と
な
く
題
を
示
唆
す
る
詞
を
お
き
、
第
四
、
第
五
の

句
に
お
い
て
、
こ
れ
を
展
開
さ
せ
、
緩
か
に
一
首
を
ま
と
め
よ
と
云
う
の
で
あ

る
。
こ
の
根
本
義
を
う
け
、
両
者
は
、
ほ
ぼ
同
文
的
に
一
致
す
る
部
分
を
も
ち

な
が
ら
も
猶
、
差
異
は
あ
る
。
「
六
条
家
秘
計
」
の
方
が
、
文
脈
的
に
は
よ
り

整
序
さ
れ
て
お
り
、
総
体
と
し
て
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
意
識
は
濃
厚
で
あ
る
。

第
一
句
は
云
々
、
第
二
句
は
云
々
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
序
題
追
回
の
概
念
を

明
確
に
す
る
方
法
に
は
、
一
つ
一
つ
の
重
み
、
秘
事
と
し
て
の
重
要
性
の
意
識

が
汲
み
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
六
条
家
子
抄
」
が
、
五
十
の
伝
を
重
視
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
秘
伝
の
序
文
に
相
当
す
る
部
分
に
、
既
に

現
わ
れ
て
い
る
。
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
秘
伝
の
重

要
性
を
、
］
般
的
言
辞
に
お
い
て
し
か
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
六
条

家
秘
抄
」
に
お
い
て
は
、
衣
通
姫
が
王
津
嶋
大
明
神
に
顕
現
し
、
こ
の
五
儀
を

秘
し
た
が
故
に
、
秘
伝
と
な
っ
た
と
、
よ
り
具
体
的
に
権
威
的
に
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
そ
の
奥
書
的
部
分
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
「
六
条

家
秘
抄
」
の
強
い
調
子
の
文
辞
は
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
玉
津
嶋
大
明

神
に
守
護
さ
れ
た
秘
伝
の
存
在
と
い
う
こ
と
は
、
家
隆
流
に
対
抗
し
て
い
た
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

顕
流
に
お
い
て
、
住
吉
大
明
神
に
守
護
さ
れ
た
「
玉
天
冠
」
「
阿
古
園
浦
口
伝
」

と
い
う
秘
伝
書
の
存
在
を
想
起
さ
せ
、
両
派
の
奥
儀
秘
伝
を
通
し
て
の
抗
争
が

予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
す
れ
ば
、
「
六
条
家
秘
抄
」
の
五
儀
三
体
伝
は
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密

抄
」
に
対
し
て
は
、
田
儀
秘
伝
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
結
論
に
対
し
て
、
五
儀
三
体
伝
以
外
の
伝
は
、
ど
の
よ
う
な
様
相
を
示

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
六
条
家
畜
抄
」
が
、
五
儀
三
体
の
伝
に
続
い
て
記
す
、
人
丸
の
ほ
の
ぼ
の

と
の
歌
の
伝
と
は
、
こ
の
ほ
の
ぼ
の
の
歌
の
五
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
大
、
五

気
、
五
方
、
五
仏
、
五
功
徳
を
含
む
と
し
、
詠
歌
一
首
の
絶
対
な
る
効
能
を
説

く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
又
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
抄
」
が
、
ほ
の
ぼ
の
の
歌

を
人
丸
一
期
の
名
歌
と
し
、
こ
れ
が
自
性
法
身
の
妙
理
を
現
わ
す
と
説
き
あ
か

し
、
こ
の
歌
の
五
句
に
、
五
季
、
五
方
、
五
仏
、
五
字
の
名
号
な
ど
を
当
て
て

い
る
説
に
、
相
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
六
条
家
秘
抄
」
の
方
が
、
や
や
仏
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教
教
理
的
に
統
↓
し
、
深
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
処
は
見
え
て
い
る
。
そ
れ

は
「
六
条
家
三
三
」
が
、
こ
の
伝
の
結
語
的
部
分
に
お
い
て
、
“
歌
道
も
悟
り

悟
れ
ば
、
三
章
は
心
の
空
を
悟
ぞ
か
し
”
と
云
い
、
更
に
”
十
方
世
界
唯
一
心

の
体
”
を
悟
れ
ば
、
結
局
は
、
仏
道
と
歌
道
は
一
体
で
あ
る
こ
と
が
判
る
で
あ

ろ
う
と
説
く
件
の
部
分
に
、
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
「
六
条
家
町
回
」
が
述
べ
る
、
歌
の
勢
位
の
こ
と
、
点
を
相
す
べ
き

こ
と
、
返
歌
体
の
こ
と
の
三
項
目
に
は
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
と
の
関

連
は
全
く
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
「
六
条
家
秘
抄
」
が
次
に
説
く
、
当
流
の

風
体
の
こ
と
は
、
又
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。

　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
は
、
当
世
の
体
と
し
て
三
首
の
例
歌
を
挙
げ
る

の
み
で
あ
る
が
、
「
六
条
家
秘
抄
」
は
、
こ
の
同
じ
三
首
の
垂
井
を
、
当
流
の

読
み
様
と
し
て
説
き
、
こ
れ
に
そ
の
読
ま
れ
様
の
特
色
を
記
す
の
で
あ
る
。
そ

の
当
流
様
と
は
、
”
題
を
五
七
五
に
顕
は
さ
す
し
て
、
題
の
し
た
し
き
事
を
五

七
五
の
内
に
隔
て
七
々
に
題
を
云
な
り
”
と
云
う
も
の
で
あ
り
、
“
此
三
首
は
、

当
世
の
歌
に
も
叶
ひ
、
五
七
に
も
叶
”
う
と
結
ん
で
い
る
。
当
流
風
は
当
世
風

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
当
流
の
秘
伝
で
あ
る
五
義
を
内
蔵
し
た
も
の
と
云
う
論
理

が
、
こ
こ
に
は
伺
え
る
。
先
に
、
辺
序
題
興
流
の
五
号
の
伝
の
重
要
性
を
述
べ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
こ
の
当
流
の
風
体
の
こ
と
の
項
に
は
、
見
事
に
活

か
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
「
六
条
家
秘
抄
」
は
、
五
二
三
体
の
秘
伝
を
中
心
に
構
成

さ
れ
た
書
で
あ
り
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
五
帝
三
体
伝
を
、
稽
発
展

的
に
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
に
対

し
て
は
、
奥
儀
秘
伝
書
的
位
置
に
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
奥
儀
秘
伝
と
し
て
の
意
味

　
で
は
何
故
に
、
五
内
三
体
伝
（
特
に
五
儀
伝
で
あ
る
が
）
を
中
心
に
、
奥
儀

秘
伝
書
を
作
製
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
、
家
隆
流
に
対
抗
し
て
い
た
諸
流
派
の
動
向
を
探
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
正
儀
伝
は
、
玉
津
嶋
明
神
よ
り
伝
授
さ
れ
た
秘
事
の

形
を
採
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
為
一
流
に
お
い
て
、
「
玉
伝
集
」
「
阿
三
根
浦
口

伝
」
が
住
吉
明
神
及
び
伊
勢
明
神
よ
り
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
形
に
相
対
抗
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
仮
託
書
は
、
唯
単
に
、
歌
道
の
大

家
、
定
家
や
家
隆
か
ら
秘
事
が
相
伝
さ
れ
て
き
た
と
す
る
に
は
、
余
り
に
も
不

十
分
で
あ
っ
た
。
神
々
が
秘
事
を
語
っ
た
と
す
る
事
に
お
い
て
初
め
て
意
味
が

出
て
く
る
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
又
、
和
歌
の
徳
で
も
あ
っ
た
。
「
六
条
家

書
抄
」
は
、
ま
ず
こ
の
神
の
権
威
の
下
に
創
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

と
り
あ
え
ず
、
為
層
流
へ
の
対
抗
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
第

一
の
理
由
と
し
て
お
く
な
ら
ば
、
第
二
の
理
由
は
、
五
儀
の
秘
伝
は
、
為
顕
流

や
為
実
流
に
お
い
て
も
、
重
要
な
問
題
と
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
歌
学

上
の
論
争
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
こ
れ
も
既
に
述
べ
た
如
く
、
五
竜
の
辺
序
題
回
流
の
概
念
は
、
和
歌
一
首
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を
、
題
を
中
心
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
詠
歌
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念

は
、
俊
成
の
「
古
来
風
体
抄
」
以
来
の
、
題
の
詠
み
方
と
、
詞
の
続
け
が
ら
の

二
問
題
を
、
実
に
巧
み
に
統
一
的
に
語
り
得
る
理
論
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
れ
が
為
顕
流
に
お
い
て
は
「
和
歌
灌
頂
伝
」
に
み
る
通
り
、
未
だ
十
分
な

論
の
成
熟
を
み
て
い
な
か
っ
た
。
「
和
歌
灌
頂
伝
」
に
お
い
て
は
、
歌
の
体
に
、

体
用
の
二
つ
が
あ
り
、
体
は
題
に
、
用
は
縁
の
詞
に
相
当
す
る
と
発
想
し
な
が

ら
も
、
こ
れ
が
和
歌
一
首
の
統
一
の
問
題
に
至
る
と
は
せ
ず
、
歌
の
体
の
分
類

の
問
題
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
篇
序
題
曲
流
の
概
念
は
、
標
流
友

曲
澄
、
序
題
友
曲
讃
、
借
序
題
曲
鐙
等
々
の
分
類
名
称
の
一
と
し
て
掲
げ
ら
れ

る
に
留
ま
っ
た
。
更
に
「
和
歌
灌
頂
伝
」
は
、
こ
の
篇
序
題
曲
流
の
概
念
は

“
他
家
の
義
”
で
あ
る
と
し
て
、
排
斥
す
る
に
迄
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
一
方
、
為
実
価
に
お
い
て
は
、
「
三
五
記
　
下
」
　
に
お
い
て
“
凡
う
た
よ

む
に
種
々
の
習
有
り
と
い
へ
ど
も
、
此
の
辺
序
題
曲
流
の
五
つ
を
ば
出
で
ず
”

と
言
い
、
そ
の
重
要
性
を
ま
ず
強
調
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
宇
佐
明
神
に
参
篭

し
た
貫
之
が
、
夢
想
で
得
た
歌
一
首
は
、
こ
の
辺
序
題
曲
流
を
備
え
、
更
に
こ

の
五
句
を
人
丸
初
め
の
五
歌
仙
が
読
み
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
と
記
す
の
で
あ

る
。
そ
の
上
“
辺
は
歌
を
よ
ま
む
と
す
る
か
た
は
し
。
序
は
ま
さ
し
く
よ
ま
む

と
す
る
も
の
の
濫
鵤
。
題
は
歌
の
題
な
り
、
題
を
こ
の
句
に
て
ま
さ
し
く
云
ひ

あ
ら
は
す
べ
し
。
曲
は
や
さ
し
き
事
を
興
あ
る
や
う
に
い
ふ
な
る
べ
し
。
流
は

五
尺
の
か
づ
ら
を
水
に
入
れ
た
る
や
う
に
、
い
う
い
う
と
読
み
な
す
べ
き
な

り
”
と
、
家
隆
流
と
は
少
異
を
以
て
語
る
の
で
あ
る
。
興
と
曲
を
対
応
さ
せ
、

そ
の
概
念
を
幾
分
か
違
え
る
こ
と
に
よ
り
、
両
派
は
明
ら
か
に
自
己
を
主
張
で

き
一
派
で
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
み
る
通
り
、
為
顕
流
、
為
実
流
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
辺

（
篇
）
序
題
曲
（
興
）
流
に
つ
い
て
発
言
す
る
の
で
あ
る
。
家
隆
流
は
、
こ
の

動
向
の
中
で
自
己
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
最
も
よ
く
整
序
さ
れ
た
理
論
を

も
つ
家
着
流
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
を
奥
儀
秘
伝
に
し
ょ
う
と
す
る
意
志
は
強
か

っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
強
い
主
張
の
姿
は
、
「
六
条
家
秘
抄
」
と
い
う
、
書
名
の
命
名

の
仕
方
に
も
、
実
は
み
て
と
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
祐
徳
神
社
文
庫
蔵
の
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
蹟
文
に
、
次
の
よ
う
な

記
事
が
あ
る
。
　
”
右
此
抄
は
、
新
古
今
比
、
宗
匠
定
家
、
家
隆
、
雅
経
と
て
御

座
。
此
中
定
家
は
二
条
流
と
て
、
昔
よ
り
相
続
。
家
隆
は
六
条
流
と
て
定
家
俊

成
の
弟
子
た
り
し
共
、
六
条
院
と
て
歌
も
す
こ
し
か
は
り
め
有
。
然
は
此
四

人
、
肝
要
を
取
て
直
濡
集
給
ふ
所
也
。
”

　
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
作
者
は
、
定
家
、
豊
隆
、
（
有
家
）
、
雅
経
の

四
人
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
中
で
も
定
家
が
中
心
的
で
あ
っ
た
。
家
隆
は
こ
れ
に

次
ぎ
、
定
家
が
二
条
流
と
云
う
の
に
対
し
、
六
条
流
を
名
乗
っ
て
い
た
と
云
う

訳
で
あ
る
。

　
家
隆
流
の
秘
伝
書
に
最
も
適
し
い
名
称
は
「
六
条
家
」
の
「
秘
抄
」
で
あ
る

と
の
判
断
の
根
拠
を
、
こ
の
記
事
は
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
以
上
に
見
る
通
り
、
「
六
条
家
秘
計
」
の
出
現
は
、
家
隆
流
の
実
態
解
明
に
、
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又
、
相
対
し
て
い
た
目
鼻
流
の
秘
伝
の
成
立
に
、
更
に
他
流
派
の
形
成
に
新
た

な
問
題
を
投
げ
か
け
て
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
問
題
の
い
く
つ
か
に
、
能
う
限
り
の
論
証
を
し
て
み
た
の
だ
が
、

猶
、
論
じ
残
し
た
問
題
の
方
が
多
い
か
と
思
う
。
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

又
他
日
を
期
す
る
こ
と
に
し
て
、
一
先
ず
筆
を
措
く
こ
と
に
し
た
い
。

註

（
1
）
そ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
稿
が
あ
る
。

　
「
定
家
偽
書
の
作
者
・
享
受
者
は
い
か
な
る
人
々
か
」
（
「
国
文
学
」
昭
和

　
5
6
年
6
月
号
　
学
燈
社
）
。

（
2
）
そ
の
詳
細
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
3
）
拙
稿
「
家
隆
仮
託
書
の
検
討
－
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
を
め
ぐ
っ

　
て
一
」
（
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
〈
人
文
・
社
会
科
学
〉
第
十
九
巻
」
昭

　
和
4
6
年
3
月
）
。

（
4
）
拙
稿
「
竹
園
抄
歌
論
の
生
成
と
発
展
一
玉
伝
集
・
阿
古
根
浦
口
伝
に

　
つ
い
て
一
」
（
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
十
三
号
」
昭
和
3
8
年
1
1
月
）
。

（
5
）
拙
稿
「
家
隆
仮
託
書
の
検
討
一
和
歌
知
顕
集
・
和
歌
口
伝
抄
を
め
ぐ

　
っ
て
一
」
（
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
八
人
文
・
社
会
科
学
〉
第
十
六
巻
」

　
昭
和
4
3
年
3
月
）
に
、
そ
の
全
文
を
翻
刻
し
て
あ
る
。

（
6
）
　
「
三
五
記
下
」
に
見
え
る
、
為
顕
流
と
の
強
い
対
抗
意
識
は
、
次
の
拙

　
稿
で
指
摘
し
た
。

　
　
「
中
世
歌
学
に
お
け
る
仮
託
書
の
様
相
」
（
「
中
世
評
論
集
　
鑑
賞
日
本

　
　
古
典
文
学
第
2
4
巻
」
昭
和
5
1
年
6
月
遅
角
川
書
店
）
。

（
7
）
本
書
は
「
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
の
第
二
類
本
に
当
る
。
表
題
は

　
　
「
和
歌
灌
頂
抄
」
と
記
さ
れ
、
享
保
二
十
年
十
二
月
廿
六
日
、
極
月
堂
子

　
健
の
筆
写
に
な
る
。

（
8
）
家
三
流
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
注
（
5
）
の
拙
稿
に
お
い
て
、
家
隆
の

　
息
、
隆
専
、
又
家
隆
の
二
女
等
を
想
定
し
た
。
そ
の
後
、
「
和
歌
灌
頂
次

　
第
秘
密
抄
」
の
当
世
の
風
体
の
第
二
首
め
の
歌
が
、
家
隆
の
息
、
隆
祐
の

　
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
「
藤
原
隆
祐
朝
臣
歌
集
」
に
所
載
さ
れ
て

　
い
る
）
。
更
に
、
こ
の
歌
は
、
彰
考
館
本
「
和
歌
秘
密
灌
頂
」
や
東
北
大

　
学
図
書
館
狩
野
文
庫
本
「
和
歌
秘
抄
」
に
よ
る
と
、
隆
祐
が
歌
合
の
場
に

　
お
い
て
名
誉
を
得
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
に
は
、
隆
祐

r
を
称
揚
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
家
垂
流
の
人
物
と
し
て
、

　
隆
祐
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
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翻
　
刻

「
六
　
条
　
家
　
秘
　
抄
」

。
天
理
図
書
館
蔵
の
「
六
条
家
秘
抄
」
の
部
分
を
、
原
本
に
出
来
る
限
り
忠

実
に
翻
刻
す
る
。

。
国
文
学
資
料
館
蔵
「
六
条
家
抄
」
と
の
主
な
異
動
を
（
）
の
中
に
記

す
。。

便
宜
の
為
、
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

。
本
翻
刻
は
、
天
理
図
書
館
翻
刻
許
可
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

天
理
図
書
館
の
御
厚
意
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
條
家
秘
抄

　
昔
、
允
恭
謙
皇
后
衣
通
姫
と
申
ハ
、
世
に
傳
ふ
る
寄
実
也
。
是
ハ
紀
伊
国
和

寄
吹
上
の
浦
に
、
玉
津
嶋
大
明
神
と
顕
れ
て
住
給
ふ
。
本
地
観
音
に
て
渡
ら
せ

給
ふ
也
。
衣
通
姫
と
申
事
ハ
、
は
た
美
し
く
し
て
、
光
衣
を
通
り
て
見
へ
し
程

に
、
衣
通
姫
と
そ
申
け
る
。
此
二
神
、
五
義
を
秘
し
給
ふ
ゆ
へ
に
、
か
く
し
る

す
所
也
。
共
五
義
と
云
ハ
、
辺
五
序
七
題
五
三
七
流
動
、
画
配

　
五
月
や
み
く
ら
は
し
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
お
ぼ
つ
か
な
く
も
鳴
わ
た
る
か
な

右
の
五
義
の
こ
こ
ろ
ハ
、
題
を
置
の
所
を
定
む
る
也
。

　
先
、
題
を
何
に
て
も
あ
れ
、
得
た
る
時
ハ
、
姶
の
五
文
字
に
題
す
る
事
あ
る

へ
か
ら
す
。
何
に
て
も
題
を
得
て
ハ
、
始
、
題
の
し
た
し
き
辺
り
を
始
の
五
文

字
に
を
く
へ
し
。

　
第
一
句
五
月
晴
（
暗
）
時
鳥
を
よ
ま
ん
と
て
、
郭
公
の
時
節
を
云
也
。
是
を

ほ
と
り
の
詞
と
云
也
。
さ
れ
は
辺
と
云
。

　
第
二
句
倉
橋
山
の
と
云
て
、
題
の
詞
ハ
顕
れ
ね
と
も
、
倉
橋
山
に
ハ
郭
公
あ

る
山
な
れ
は
、
時
鳥
と
い
わ
ん
す
る
よ
と
二
の
句
の
序
に
思
は
す
る
也
。
故
に

序
と
云
。

　
第
三
句
に
時
鳥
と
題
を
顕
は
し
て
、
題
を
き
ら
さ
す
、
し
た
し
き
詞
を
つ
つ

け
ん
た
め
に
、
第
四
句
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
と
、
興
を
く
と
か
せ
て
、
郭
公
な

れ
ハ
第
五
に
鳴
渡
る
哉
と
云
な
か
す
也
。
故
に
流
と
馬
前
。
是
に
て
題
の
置
所

を
心
得
へ
し
。
何
れ
に
て
も
か
く
の
こ
と
く
な
る
へ
し
。

　
題
の
文
字
を
取
て
、
五
七
五
の
処
に
置
て
、
の
こ
る
文
字
を
は
つ
つ
め
て
、

上
下
の
句
の
中
に
便
宜
よ
き
縁
を
求
て
、
聞
よ
き
や
う
に
置
へ
し
。
か
か
る
五

義
の
教
に
た
に
も
、
題
を
置
て
よ
み
ぬ
れ
ハ
、
四
病
八
病
も
を
の
つ
か
ら
よ
り

っ
か
す
、
珊
二
相
の
妙
理
を
具
足
し
て
、
如
來
造
立
の
奇
特
と
成
。
よ
く
よ
く

可
秘
。

　
次
に
三
躰
と
云
ハ
、

一
首
の
内
に
嵜
の
す
か
た
三
ツ
あ
る
な
り
。
一
に
ハ
け
た
か
く
、
二
に
ハ
や
さ

し
く
、
三
に
ハ
心
ふ
か
く
よ
む
へ
し
。
本
寄
云
、

　
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
つ
ら
き
の
高
間
の
山
の
峯
の
白
雲
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右
ハ
衣
通
姫
の
一
流
秘
傳
、
不
思
議
に
奉
舜
、
逢
亀
之
浮
木
、
七
世
之
孫

事
、
殊
勝
之
至
也
。
後
生
撃
墜
不
可
思
之
、
縦
令
錐
鯉
ハ
金
玉
費
珠
、
不
可
授

無
心
他
家
。
右
五
儀
三
体
は
、
い
み
し
き
秘
事
と
懐
込
、
柳
不
可
逆
；
口
者

飲
。嵜

こ
と
に
表
裡
有
り
。
是
甚
深
の
秘
事
也
。
此
詠
し
や
う
に
て
嵜
の
病
除
き

や
す
き
な
り
。

第第第第第
五ニー四三

ほ
の
ほ
の
と

あ
か
し
の
浦
の

朝
き
り
に

嶋
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
思
ふ

　
是
ハ
返
々
甚
深
の
口
傳
也
。
凡
嵜
読
人
ハ
此
意
有
也
。
寄
こ
と
に
五
躰
あ

り
。
五
方
有
。
五
智
の
如
來
あ
り
。
故
に
和
寄
一
首
請
れ
ハ
、
即
身
成
回
し
て

大
覚
之
位
に
至
る
。
そ
の
直
販
に
云
。

　
ほ
の
ほ
の
と
ハ
、
地
也
。
身
手
足
。
又
東
方
、
薬
師
如
來
、
大
円
三
智
な

　
　
り
。

　
明
石
の
浦
の
と
ハ
、
水
也
。
身
血
也
。
又
南
方
、
宝
勝
佛
、
平
等
性
智
也
。

　
朝
霧
に
と
ハ
、
火
也
。
暖
気
也
。
又
西
方
、
阿
弥
陀
如
來
、
妙
観
察
智
也
。

　
嶋
隠
行
と
ハ
、
風
也
。
身
気
也
。
又
ハ
北
方
、
釈
迦
牟
尼
佛
、
成
所
作
智

　
　
也
。

　
舟
を
し
そ
思
ど
ハ
、
空
也
。
身
心
也
。
又
中
央
、
大
日
如
來
、
法
界
性
智

　
　
也
。

　
何
も
寄
ハ
介
様
に
有
也
。
故
に
病
嵜
は
病
佛
と
て
忌
也
。
和
歌
一
首
こ
と
に

地
水
火
風
空
そ
な
ハ
り
、
又
ハ
五
方
五
山
そ
な
ハ
ら
ぬ
ハ
な
し
。
故
に
嵜
道
も

悟
り
悟
れ
ハ
、
畢
寛
ハ
心
の
空
を
悟
そ
か
し
。
さ
れ
ハ
、
心
の
空
を
悟
ら
ハ
、

三
界
唯
一
心
に
し
て
、
心
の
外
に
別
の
法
な
し
。
只
、
心
空
を
悟
る
と
き
ハ
、

四
病
八
病
を
の
つ
か
ら
な
し
。
此
時
ハ
生
死
も
な
く
、
迷
悟
も
な
く
、
男
女
の

相
も
な
く
、
徳
失
も
な
く
、
是
非
も
な
く
、
取
捨
も
な
く
、
享
受
も
な
く
、
こ

と
ご
と
く
十
方
世
界
唯
一
心
の
躰
と
悟
り
ぬ
れ
ハ
、
佛
神
と
我
身
と
更
に
二
も

な
き
な
り
と
云
な
り
。

　
右
両
条
表
裡
と
五
躰
と
甚
深
至
極
秘
事
也
。
い
ま
た
武
家
に
く
た
ら
さ
る
大

事
そ
か
し
。
秘
し
て
も
、
い
よ
い
よ
可
秘
事
也
。

　
歌
の
重
位
之
事

　
初
の
位
の
嵜

　
い
つ
わ
り
の
な
き
世
な
り
せ
ハ
い
か
は
か
り

　
人
の
こ
と
（
の
）
葉
の
う
れ
し
か
ら
ま
し

　
是
ハ
思
事
を
す
く
に
云
也
。
有
の
ま
ま
な
る
躰
也
。
此
躰
に
読
ハ
、
何
百
首

読
と
も
、
わ
っ
か
一
首
の
読
て
の
人
な
り
。
余
も
又
加
此
。

　
第
二
位
に
上
る
寄

　
秋
の
夜
の
月
に
心
の
す
む
時
は

　
そ
ら
に
そ
山
の
奥
ハ
有
け
る

　
是
ハ
空
を
山
の
お
く
と
よ
み
、
又
ハ
春
を
秋
と
読
か
へ
、
塩
蒸
新
し
く
読
は
、
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第
二
位
の
寄
と
す
る
な
り
。

　
第
三
位
上
る
嵜

　
な
か
ら
ヘ
ハ
又
こ
の
頃
や
し
の
は
れ
ん

　
う
し
と
見
し
世
そ
今
ハ
恋
し
き

　
第
三
の
位
の
嵜
ハ
、
第
二
位
の
飛
た
る
躰
を
読
和
げ
て
よ
む
な
り
。
さ
る
け

れ
は
、
第
一
の
位
の
嵜
に
て
、
是
又
た
く
み
深
き
な
り
。

　
第
四
位
に
上
る
寄

　
我
恋
ハ
障
子
の
引
手
嶺
の
松

　
火
打
袋
に
鶯
の
こ
ゑ

　
是
ハ
佛
菩
薩
も
、
う
か
か
い
得
ぬ
躰
也
。
さ
れ
と
も
恋
の
嵜
に
ハ
深
心
の
風

な
り
。

　
和
歌
血
脈
相
傳

天
照
皇
太
神
宮

　
住
吉
大
明
神
柿
本
人
丸
次
第
而
傳
、
醍
醐
天
皇
此
後
又
次
第
三
人
数
略
之

　
点
を
可
相
事
、
五
義
三
躰
の
は
な
れ
す
ハ
、
長
点
た
る
へ
し
。
他
所
よ
り
の

点
の
事
、
題
の
次
第
不
同
を
見
る
へ
し
。
仮
名
の
文
字
つ
か
い
、
上
か
ら
可

見
。
先
此
三
つ
を
よ
く
見
て
、
三
な
か
ら
と
と
の
を
り
た
ら
ハ
相
へ
し
。
当
座

の
点
ハ
、
雑
需
折
敷
の
は
し
に
て
も
か
け
、
寄
よ
く
ハ
相
へ
し
。
逆
児
女
房
の

寄
ハ
、
心
浅
く
と
も
、
又
ハ
よ
ハ
く
と
も
や
さ
し
く
ハ
点
を
相
へ
し
。
又
詞
姿

わ
ろ
く
と
も
、
僧
聖
ハ
道
理
つ
よ
く
ハ
相
へ
し
。
こ
れ
ら
は
点
者
の
時
の
機
に

よ
り
て
は
か
る
へ
し
。

　
当
流
の
や
う
に
よ
む
嵜

　
題
を
五
七
五
に
顕
ハ
さ
す
し
て
、
題
の
し
た
し
き
事
を
五
七
五
の
内
に
云

て
、
七
々
に
題
を
云
な
り
。
本
寄
云
。

　
　
山
路
の
雪
と
云
題
に
て

　
里
ま
て
ハ
ふ
ら
さ
り
け
り
と
旅
人
の

　
い
ふ
に
山
路
の
雪
そ
し
ら
る
る

　
是
に
て
心
得
へ
し
。
故
に
定
家
の
い
は
く
、
細
布
の
直
垂
に
錦
の
袴
を
き
す

と
の
給
ハ
、
此
山
路
の
雪
の
こ
と
く
な
る
へ
し
。

　
又
当
流
に
一
首
を
二
に
分
て
見
る
に
、
上
句
に
も
道
理
顕
配
れ
す
ハ
下
句
に

も
道
理
不
顕
よ
む
へ
き
な
り
。
本
寄
云
。

　
古
寺
の
庭
の
芭
蕉
の
一
つ
葉
を

　
あ
ま
た
に
な
れ
と
秋
風
そ
ふ
く

　
又
本
寄
に
、
秋
風
と
云
題
に
て

　
露
を
こ
そ
何
に
も
ふ
か
め
萩
の
葉
に

　
お
か
ぬ
涙
を
さ
そ
ふ
秋
風

　
降
さ
り
け
り
と
云
嵜
と
古
寺
の
嵜
と
露
を
こ
そ
の
寄
と
此
三
首
ハ
、
当
世
の

寄
に
も
叶
ひ
、
五
弦
に
も
五
心
ヘ
ハ
、
何
に
て
も
あ
れ
寄
ハ
か
く
可
読
な
り
。

　
人
方
よ
り
寄
を
得
て
返
嵜
す
へ
き
や
う
。
本
寄
云
、

　
名
に
し
お
ハ
・
い
さ
事
と
ハ
ん
都
鳥

　
我
お
も
ふ
人
ハ
あ
り
ゃ
な
し
や
と

　
此
嵜
を
本
寄
に
し
て
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名
に
し
お
ハ
・
い
さ
事
と
ハ
ん
都
鳥

す
み
え
ぬ
方
の
里
の
名
も
う
し

又
云

書
つ
く
る
跡
ハ
千
年
も
有
ぬ
へ
し

わ
す
れ
す
忍
ふ
人
や
な
る
（
か
）
ら
ん

返
歌

書
つ
く
る
跡
ハ
千
年
も
な
か
り
け
り

忘
れ
す
忍
ふ
人
ハ
あ
れ
と
も

是
に
て
可
得
意

永
享
五
癸
丑
年
孟
春
日

傳
斯
書

右
之
一
帖
飛
鳥
井
殿
秘
傳
也
。
先
祖
刑
部
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